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-------------------------------------------------------------------------------- 

「アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ」 第66号をお届けします． WS44の開催案内，

７月のAP研究会のオーガナイズドセッションおよびチュートリアル講演・特別講演のお知らせで

す． 

 

【1】 アンテナ・伝搬における設計・解析手法ワークショップ（第44回）のお知らせ 

第44回ワークショップとして，これまでに好評だったプリントアンテナに関するワークショップの実

践編という位置づけで，この分野に精通された講師を新たに迎え，「プリントアンテナの基礎と設計」

と題したワークショップを企画致しました．本ワークショップでは，プリントアンテナの基本構成，平

面型伝送線路，給電方式を総括し，実際の設計手順を追いながら，パッチアンテナおよびプリント

ダイポールアンテナの基本設計，そのアレー化技術について解説いたします．奮ってご参加くださ

い． 

 

                           記 

 

◆テーマ： プリントアンテナの基礎と設計 

◆講 師： 山本 学（北大） 

◆日 時： 2012年10月11日（木） 9：30～17：00 

◆会 場： 東京工業大学大岡山キャンパス 西9号館デジタル多目的ホール 

    （http://www.titech.ac.jp/about/campus/index.html） 

◆受講定員： 100 名 

◆受講料： テキスト代金を含み 

  一般／会員 15,000円，非会員 25,000円 

  学生／会員 5,000円，非会員 10,000円 

◆受講申込み期間： 2012年7月1日（火）～ 2012年9月14日（金） 

 ・先着順のため，満員になり次第締め切らせて頂きます． 

 ・期日前の申し込みは無効です． 

◆受講申し込み方法：下記URLからお申し込みください． 

  http://www.ieice.org/cs/ap/jpn/index.php?ws/ws44 

◆問合先： アンテナ・伝搬における設計・解析手法ワークショップ 第44回実行委員会 

（委員長 鈴木 康夫（東京農工大）） 

 

 

 



【2】 AP研７月研究会のお知らせ 

7月25日（水）～27日（金），北海道大学百年記念会館（札幌市）において，第一種研究会を衛

星通信（SAT）研究会と併催で開催します．オーガナイズドセッション「将来の無線通信の基礎とな

る電波伝搬の研究」（オーガナイザ：北尾光司郎，NTTドコモ），および下記のチュートリアル講演，

AP研アンテナの歴史委員会特別講演を予定しておりますので，奮ってご参加下さい． 

［チュートリアル講演］ 

 今井哲郎氏（NTTドコモ）： 「市街地マクロセル環境における移動伝搬特性の総括」 

［AP研アンテナの歴史委員会特別講演］ 

 野本真一氏（KDDI研）： 「宇宙通信とパラボラ」 

 

 

【3】 副委員長の「言葉にできない」 

５月のAP研究会は福岡市のアクロス福岡で開催されました．2000年のISAPが開催されたところ

です．私にとっては，とてもとても思い出深い場所です．AP研幹事の1年目で，張り切りすぎたせい

か，会期中に体調を崩してしまい，その上，無理をしたために回復に約１ヶ月もかかりました．おま

けに回復直後にあの東海豪雨に襲われ，死にそうなくらいに大変な思いを致しました．あれから12

年，AP研副委員長として再びAP研執行部の仲間入りをしており，お陰様で，このAP研からのお知

らせも丁度１年経ちました．副委員長としての折り返し点です．初心を大切にして後半の１年間も

AP研にご奉仕し，しっかり皆様に情報提供をしていきたいと思っております． 

有り難いことに，この「言葉にできない」のコーナーも，なんとか皆様に認知され楽しんで頂ける

ようになってきたのかなと思っています．「言葉にできない」と言えば，先月号のお知らせにありまし

たように，山口さん，有馬先生が幹事・幹事補佐を退任されました．お二人にとって，５月のAP研

究会は幹事としての最後の研究会（夜）となり，弾けんばかりに楽しまれたようです．このように毎

年５月のAP研究会は執行部を退任される方々が最後に好きな場所で好きな時間を過ごす場とな

り，寂しさを感じながらも満足感，達成感に酔いしれる特別な場となります．まさに言葉にできない

ことが山のように起こる場となります．今回も例外なく，このコーナーにどこまで書けばよいのか苦

労するくらいに楽しかったです．後はご想像下さい． 

さて，本番の研究会も，「エルミートな昼」から午後になると，どんどん盛り上がっていきます

（時々，睡魔に襲われますが）．一方で，夜の懇親会や二次会のことが気になり，あの店はどうな

っただろうか，まだあるだろうか，などと若干ソワソワ，ワクワクする状態になります．こんな午後を

私は「レイリー（Rayleigh）な午後」と呼んで言います．この言葉の意味は容易に推測できると思い

ますが，次号で解説を致しましょう． 

 

 

〈問い合わせ先〉 

アンテナ・伝播研究専門委員会副委員長  菊間信良（名工大） 

E-mail : ap_ac-chair＠mail.ieice.org (AP研執行部のメールアドレス) 

AP-NET : AP研の最新情報を毎月メールにてお届けします！！ 登録はAP研HPにて 

AP研HP : http://www.ieice.org/cs/ap/jpn/ 

ISAP Archives :  http://ap-s.ei.tuat.ac.jp/isapx/ 


